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はじめに

豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）は、いったん農

場に侵入すると清浄化することが非常に困難な疾病の

ひとつである。

２００４年６月、管内の種豚場において PRRS陽性豚を

摘発し、直ちに対策を実施したところ、オールアウト

することなく清浄化に成功したのでその概要を報告す

る。

農場の概要

農場は、繁殖雌豚２４０頭、雄豚１８頭を飼養し、種豚を

年間約１，０００頭供給している農場で、オーエスキー病

（AD）及び PRRS清浄農場、SPF豚防疫管理基準に適

合する施設である。毎年４月に防疫衛生対策会議を開

催、防疫作業管理マニュアルに則って作業を行ってい

る。定期検査は年２回繁殖豚の１０％を抽出し、AD並

びに PRRS抗体検査を実施、また、モニタリングは種

豚出荷豚全頭について AD抗体検査を、１０％を抽出し

て PRRS抗体検査を実施している。

農場の配置及び生産フローは図１に示すとおりで、

育成後期舎から一部は農場の繁殖豚として PRRS抗体

検査後繁殖舎に移動している。

発生の経緯

２００４年６月１日、モニタリング用に６９頭を採血、翌

日８頭について PRRS ELISA抗体検査を実施、５頭の

陽性豚を確認した。そこで、６９頭全頭 ELISA検査を

実施したところ、３５頭が陽性で、これらについて PCR

検査を実施、１４頭が陽性であった。６月４日農場との

対策会議を開催し、翌週７日より農場内浸潤状況調査

を実施した。繁殖舎では２５８頭中６頭が ELISA抗体陽

性で、いずれもＡ棟で確認された。育成舎では前期舎

で１４．８％（２３／１５５）、後期舎で４５．７％（１１８／２５８）陽

性であった。なお、いずれの豚舎でも PRRSに特徴的

な症状は認められなかった。

清浄化プログラム

清浄化プログラムとして以下の対策を指導した。

①　繁殖舎の陽性豚の淘汰による清浄化

②　子豚出荷と肥育豚の早期出荷

③　育成舎・肥育舎の順次空舎化と消毒の徹底

④　消毒後の陰性豚導入

⑤　清浄性確認のための継続検査の実施

繁殖舎においては３週間隔で２回検査し、清浄性が

確認できれば以後２～３ヵ月間隔で実施、育成舎及び

肥育舎では、導入１ヵ月後と出荷２週間前に検査する

こととした。

①繁殖舎で陽性豚が確認されたのは、Ａ棟の更新豚房

区域のみで（図２）、その区域を拡大すると（図３）

育成後期舎から繁殖候補豚として５月１４日に移動し

豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）が侵入した種豚場のオールアウトによらない清浄化

細川みえ、石川俊幸（山形県庄内家畜保健衛生所）
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てきた育成雌豚が最初に持ち込み、この豚と接触も

しくは交配した豚に感染を拡げたと考えられた。こ

の区域の豚合計１０頭について、６月１１日までに全頭

廃用した。また、Ｂ棟では陽性豚は認めなかったが、

Ａ棟に持ち込んだ５月同時期に移動された２頭の育

成雌豚について廃用した。

②子豚出荷は、平成１５年は１，３１５頭であったが平成１６年

は２，１４４頭と８２９頭増頭した。肥育豚は通常１１０kg出

荷を一部１００kgで出荷した。

③④育成前期舎より順次空舎にして消毒を徹底、陰性

豚を順次導入することを繰り返し（図４）、１２月中に

全ての陽性豚を農場から排出した。全豚舎を消毒す

るのに述べ９０日２２３名を要した。

⑤繁殖舎においては３週間隔で２回検査を実施、陽性

豚が認められたＡ棟更新豚房の隣にいた雄について

は、念のため３週後再度検査し陰性を確認、以後９

月と１月に検査を実施、いずれも陰性であった（表

１）。この間２頭の抗体陽性豚を摘発とう汰した。

育成舎・肥育舎では、モニタリングにおいて ELISA

陽性豚１頭を摘発し肥育豚として出荷、それ以降陽

性豚は確認されていない（表２）。

また、これまで以上に防疫作業管理マニュアルを遵

守することはもちろん、万が一に備えモニタリングを

抽出検査から全頭検査に拡充した。さらに、繁殖豚と

して農場に保留する豚は原則的に繁殖舎内で育成する

こと、育成舎から導入する場合にはそのマニュアルを

作成し、それを遵守することにより繁殖舎の清浄性を

維持することを指導した。

まとめ

これまで、PRRSは日本各地のみならず多くの国々

で浸潤し、また、多くの関係者がその清浄化に苦慮し

てきた。今回我々は、６月に摘発されて以降、感染を

拡大させることなく、わずか７ヵ月という短期間で清

浄化を実現することができた。このことは、毎月実施

してきたモニタリングにより、早期に陽性豚を摘発と

う汰し繁殖舎での汚染を最小限に食い止めたことが大

きな一因である。また、農場関係者が衛生意識を高め、

これまで以上に作業管理動線を遵守したことで、生産

フローに沿った豚舎毎のデポピュレーションにより、

清浄化を実現することができた。この例は、今後 PRRS

清浄化を考えている農場の参考になると思われる。

しかし、今回の侵入経路は不明であり、SPF防疫管

理基準に適合する農場でもこのように侵入を許す可能

性は否定できない。これからも、関係者一丸となって

再発防止に努めていきたい。


